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資料１ 令和元年度 ごみ減量未来へつなげるエコ暮らしの推進

ダイジェスト

 資料２ 浮島処理センター 快適な生活環境の創造を目指して

令和２年１月１６日

環   境   局



　川崎市では、地球環境にやさしい持続可能なまちの実現をめざし、平成28年3月に川崎市一般廃棄物処理基本
計画（ごみ減量  未来へつなげる  エコ暮らしプラン）を策定しました。基本計画では、循環型社会の構築はもとよ
り、循環を基調とした生活の質の高さと環境の保全を両立した環境配慮型の “エコ暮らし” なライフスタイルへの転
換を図り、さらに低炭素社会や自然共生社会とも統合された持続可能な都市を目指していきます。
　また、本計画の実行計画に位置する「第１期行動計画」の計画期間終了を受け、平成３０年３月に「第２期行動計
画」を策定しました。第２期行動計画では、ごみの減量化・資源化に向けた取組の推進と合わせて、超高齢社会の
到来や大規模災害への対応など、社会状況の変化に伴い多様化する市民ニーズに対しても、取り組んでいきます。
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項　　目
資源化量全体（トン） ※2

項　　目
焼却ごみ全体（トン）
家庭系焼却ごみ
事業系焼却ごみ
道路清掃ごみ
人口（万人） ※1

資源化率（%）
総排出量（トン） ※4

1人1日当たりごみ排出量（g） ※5

粗大・小物金属資源化分（トン）
空き缶（トン）
空きびん（トン）
ペットボトル（トン）
ミックスペーパー（トン）
プラスチック製容器包装（トン）
資源集団回収（トン）
小型家電（トン）
使用済み乾電池（トン） ※6
その他資源物（トン） ※3
事業系資源化物（トン）
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※1　人口は、各年度の10月1日現在の人口に基づきます。
※2　資源化量とは、家庭系資源物及び事業系資源物を含めて算出したものです。
※3　その他資源物とは、自主回収、古布及び蛍光管の合計値です。(蛍光管は、平成28年から除きます)
※4　総排出量＝焼却ごみ＋資源化量
※5　1人1日当たりごみ排出量とは、一般家庭（家庭系焼却ごみ・家庭系資源物）、事業者（事業系

焼却ごみ・事業系資源物（事業活動に伴い出される資源物））、その他（道路清掃ごみ）の合計
を人口及び年間日数（うるう年の場合は366 日）で除したものです。

※6　使用済み乾電池を安定的にリサイクルすることができるようになったため、
平成26年度から資源化量の内訳へ記載することとしました。

※7　蛍光菅は、平成28年から割らない収集を開始しました。なお、平成27年
までの蛍光管は、その他資源物※3に含まれています。

※8　基準年度の平成2年度は本市が「ごみ非常事態宣言」を宣言した年です。
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ガラス・陶器・土・石塊類
1.36% その他

11.87%

紙類
35.08%

厨芥類
20.85％

草木類
8.73％

繊維類
4.55％

プラスチック類
16.20％

ゴム・皮革類
0.46％

金属類
0.90％
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29 廃棄物政策担当
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13,540百万円 
44,942円 
18,898円 
9,005円 

716,470世帯 
1,503,690人 
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平成30年5月30日

【平成30年度実績】

平成30年9月30日
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平成30年度は「都市鉱山からつ
くる！みんなのメダルプロジェクト」をテーマに講演を行いました。

平成30年3月16日から、川崎駅周辺の重点区域を拡大指定しました。

9月30は荒天のため中止、中野島駅、新百合ヶ丘駅は9月28日に実施。
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◆フードドライブの実施
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　平成30年度は、「親子で資源化処理施設を見学  ごみの未来を考えよう」「事業系食品ロス対策」「カワサキのミライの環

境を考えよう」をテーマに3か所合計80人の市民がごみ減量のアイディアを出し合いました。

　令和元年度も市内3か所で「プラスチック問題」や「食品ロス対策」などをテーマに開催します。

　各家庭で使いきれない未利用食品を集め、フードバンク団体等を通じて食料を必要としている世帯等へ届けています。

【登録店舗数】　204店舗（平成31年3月末）

【回収場所】　環境局減量推進課、ヨネッティー王禅寺（令和元年7月現在）
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　なお、リサイクルビレッジ堤根については川崎生活環境事業所の移転に伴い、展示場所を

平成31年4月1日から橘リサイクルコミュニティセンターへ変更しました。
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平成31（2019） 生活環境事業所を5か所から4か所に変更 川崎フロンターレJ1　2年連続優勝
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